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第２編 各論 

第１章 地域福祉に関する認知度の向上 

１. 地域活動組織・団体の取組等の認知度向上 

◆施策の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆担当 

施策展開の担当は下記の通りとし、各地域活動組織・団体と連携して推進します。 

⚫ 各地域活動組織・団体に関連する市役所担当課 

⚫ 市広報を担当する企画財政課 

⚫ ボランティア団体・組織を支援する社会福祉協議会を担当する福祉課 

 

◆期待される効果 

⚫ 地域活動に興味を持った市民が、求める情報に容易にアクセスできるようになる。 

⚫ 情報にアクセスした市民が、個々の地域活動について正しく把握できる。 

⚫ 地域活動に対する市民の参加意欲の向上が図られる。 

  

地域活動組織・団体 
令和 7（2025）年 参加(加入)率 

※アンケート結果より 
関係機関・関係部署 

自治会 56.7％ 市民課 

子ども会 7.3％ 小学校 

ボランティア団体・ＮＰＯ法人 5.0％ 市民課、福祉課、社会福祉協議会 

ＰＴＡ 9.6％ 小中学校 

消防団 1.5％ 消防総務課 

老人クラブ 4.5％ 地域介護課、社会福祉協議会 

趣味などのサークル 10.8％ 生涯学習課、社会福祉協議会 

 

＜参考：対象とする地域活動組織・団体＞ 

孤独・孤立の防止と地域福祉活動への市民参加を促進するため、地域活動組織・

団体の取組に関する認知度向上を図ります。 

名称や連絡先に加え、活動内容、活動者の声、得られる効果等について情報発信

を行います。対象は、市民アンケートで調査した地域活動組織・団体とし、必要に

応じて見直します。 
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２. 民生委員・児童委員、再犯防止に関する民間協力者

の認知度向上 

◆施策の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆担当 

施策展開の担当は下記の通りとし、各地域活動組織・団体と連携して推進します。 

⚫ 地域住民の見守りを担う民生委員・児童委員を担当する地域介護課 

⚫ 再犯防止に関する地域の支援者である保護司を担当する福祉課 

⚫ 犯罪歴のある人の雇用・社会復帰を支援する協力雇用主を担当する福祉課 

 

◆期待される効果 

⚫ 民間協力者の活動に対する市民の理解が向上する。 

⚫ 市民の理解が向上することで、民間協力者が活動しやすくなる。 

⚫ 民間協力者のモチベーションの向上が図られる。 

⚫ 民間協力者のモチベーションの向上が担い手の確保につながる。 

 

  

民間協力者 令和 7（2025）年 認知度 関係機関・関係部署 

民生委員・児童委員 

「知っているし、活動も内容もわか

っている」と回答した人の割合

22.2％ 

地域介護課 

社会福祉協議会 

保護司 
「知っている」と回答した人の割合

47.9％ 

福祉課 

社会福祉協議会 

協力雇用主 
「知っている」と回答した人の割合

13.1％ 
同上 

 

＜参考：民生委員・児童委員、再犯防止に関する主な民間協力者＞ 

民生委員は、厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員で、児童委員を

兼任しています。交通費など一定の弁償費は自治体から支給されますが、原則無

報酬です。 

民生委員は、福祉全般の相談・支援、地域福祉活動、世帯訪問などを担っていま

すが、近年は深刻な担い手不足となっています。 

本市には、民生委員のほか、保護司や協力雇用主など、再犯防止や社会復帰を支

える地域福祉の担い手がいますが、十分に認知されていません。 

以上を踏まえ、民生委員・児童委員や再犯防止に関する民間協力者等の認知度

向上を図り、活動への理解を深め、担い手の確保につなげます。 
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３. 相談窓口や支援組織の機能等の認知度向上 

◆施策の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆担当 

施策展開の担当は下記の通りとし、各地域活動組織・団体と連携して推進します。 

⚫ 「まるっと大竹」を包括的に推進する福祉課、保健医療課、地域介護課、こども

家庭センター 

⚫ 高齢者支援を包括的に担う地域包括支援センターを担当する地域介護課 

⚫ 地域福祉を推進する社会福祉協議会と関連の深い福祉課 

 

◆期待される効果 

⚫ 相談窓口や支援組織の機能等に関する認知度が高まることで、相談窓口が明確に

なり、相談しやすくなる。 

⚫ 取組を通じ、関係機関・関係部署間の連携が図られる。 

 

 

  

  

相談窓口 概要 関係機関・関係部署 

まるっと大竹 福祉関連の幅広い相談に対応 
社会福祉協議会、福祉課 

知仁会 メープルヒル病院 

地域包括支援センター 

高齢者の総合相談、権利擁護、地

域の支援体制づくり、介護予防な

どに対応 

社会福祉協議会、地域介護課 

知仁会 メープルヒル病院 

社会福祉協議会 
福祉のまちづくりの実現をめざし地

域と協働で活動している 
福祉課 

 

＜参考：地域福祉関係の主な相談窓口＞ 

まるっと大竹 

「まるっと大竹」とは様々な困りごとを相談受付できる総合窓口です。 
本制度では窓口や電話等で受付した困りごとを、適切な機関や制度につなげる支援を

行います。 
また様々な複合的な問題を抱える相談に対しては、複数の支援機関でチームをつくっ

て支援を行います。 
 

問合せ先：大竹市社会福祉協議会、大竹市地域介護課、知仁会メープルヒル病院 

市民アンケート結果では、地域の中で自分たちだけで解決することが難しい問題

の相談先として、51.1％が「行政（市役所など）」と回答しています。 

大竹市には、福祉全般の相談に対応する窓口「まるっと大竹」がありますが、こ

れを挙げた人は2.0％にとどまっています。 

また、大竹市社会福祉協議会も福祉分野で幅広い相談対応を行っていますが、「社

会福祉協議会」を挙げた人は10.1％でした。このような状況を踏まえ、相談窓口

や支援組織の機能等の認知度向上を図り、確実な支援につなげます。 
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第２章 地域活動への参加・既存サービス

等利用促進 

１. 地域活動参加のハードルを下げる 

◆施策の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆担当 

施策展開の担当は下記の通りとし、各地域活動組織・団体と連携して推進します。 

⚫ 趣味活動への参加支援、活動場所の提供を担当する生涯学習課 

⚫ ボランティア活動を支援する社会福祉協議会を担当する福祉課 

 

◆期待される効果 

⚫ 活動参加のハードルが下がることで、地域活動参加者が増加する。 

⚫ 地域活動参加者が増えることで、地域活動が活発になる。 

⚫ 地域コミュニティの持続性が向上する。 

⚫ 地域活動への参加が孤独・孤立の防止につながる。 

 

 

  

市民アンケートの自由意見として、「地域の活動など色々参加してみたいが、い

つも同じ顔ぶれで参加しにくい」「ボランティアに興味を持ったが、参加しにくい

感じだった」といった声があがっています。 

新しい挑戦には不安がつきもので、地域活動に興味を持っても行動に移すこと

は容易ではありません。そこで、トライアル参加や活動見学など、心理的ハード

ルを下げる取組を推進します。 

また、市民アンケート結果では、3人に1人以上が地域活動に参加したことが

ない理由として「時間がない、時間的な余裕がない」と回答しています。 

このことを踏まえ、担い手確保が特に困難な地域活動については、実質的なハ

ードルを下げるため、負担の軽減についても検討します。 
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２. 身近な地域福祉関連サービスの利用を促進する 

◆施策の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆担当 

施策展開の担当は下記の通りとし、各地域活動組織・団体と連携して推進します。 

⚫ 地域福祉関連サービスなどを提供するグループを支援する社会福祉協議会を担

当する福祉課 

⚫ シルバー人材センターを担当する地域介護課 

 

◆期待される効果 

⚫ サービス利用を通じた困りごとの解消 

⚫ サービス利用を通じた地域活動の活発化 

⚫ 困りごと解消のための新たなサービスの創出 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
シルバー人材センター 

シルバー人材センターは、60歳以上の意欲あ

る方々に、仕事を通じて生きがいを得ると共に、 

地域社会の活性化に貢献していただくための組

織です。 

公共的な性格を持ち、営利を目的としていま

せん。 

市（区）町村単位に置かれ、独立した運営を行

っています。 

市民アンケート結果では、近所付き合いについて「何か困ったときに助け合う

ようなつきあい」をしていると回答した人は14.4％に留まっています。 

30歳代以下では、4人に1人が「ほとんどつきあいはない（挨拶もしない）」

と回答しています。希薄化した近所付き合いの回復は容易ではありません。 

その一方で、大竹市には、点字、音訳、手話、子育て支援など、地域福祉関連

サービスを提供するグループがあります。 

また、大竹市シルバー人材センターでは、高齢者の通院介助や家事援助、育児

支援などのサービスを、一般に比べて割安な料金で提供しています。 

このように、市民が必要に応じて利用できるサービスが充実していることを踏

まえ、地域での助け合いを推進することと合わせて、身近な地域福祉関連サービ

スの利用を促進します。 
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３. 主たるターゲットを設定し地域活動参加の機会を

創出する 

◆施策の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆担当 

施策展開の担当は下記の通りとし、各地域活動組織・団体と連携して推進します。 

⚫ 定年後の地域活動を支援する社会福祉協議会を担当するとともに、定年後の生き

がいや地域・人とのつながりを支援する福祉課 

 

◆期待される効果 

⚫ 地域福祉の担い手の確保 

⚫ 新たな人材確保による地域活動の活性化 

⚫ 定年退職後の孤立・孤独の防止と生きがいづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民アンケート結果によると、60歳代以上は地域での助け合いに前向きで、地

域活動への参加率も他の年代より高く、7割を超えています。 

定年退職により会社という組織を離れることは、人生の大きな転換期です。 

これまでに培った知識や経験を活かして地域活動に参加することは、地域への

貢献に加え、新たな生きがいや人とのつながりを得る上でも有効です。 

しかし、これまで地域活動と無縁だった人が、自分に合った地域活動団体等を

見つけたり、新たに立ち上げたりすることは容易ではありません。 

そこで、特に60歳代以上を対象に、定年退職等のタイミングに合わせ、「生涯

現役＝地域活動デビュー」をテーマとしたイベントや勉強会を開催し、地域活動

への参加機会を創出します。 
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第３章 地域福祉に係る仕組・体制の充実 

１. 地域活動の母体となる組織や団体の支援 

◆施策の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆担当 

施策展開の担当は下記の通りとし、各地域活動組織・団体と連携して推進します。 

⚫ 身近な地域活動組織である自治会を担当する市民課 

⚫ 地域福祉、地域活動を包括的に担う社会福祉協議会を担当する福祉課 

 

◆期待される効果 

⚫ 地域活動組織・団体の運営の効率化 

⚫ 地域活動組織・団体の運営の効率化による役員等の負担軽減 

⚫ 役員等の負担軽減による参加者数の維持・増加 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域活動の母体となる組織や団体の中には、参加者・加入者数が減少し、活動

の持続性が低下しているところが見受けられます。日本全体でも、自治会の廃止

や消防団の再編、PTA・子ども会・老人クラブの解散は珍しくありません。 

こうした組織や団体を維持するためには、時代の変化に合わせて、そのあり方

を見直していくことが必要です。 

例えば、他自治体では現役の高校生が役員を務める自治会があり、それをきっ

かけに若い世代が防犯パトロールなどに参加する動きが生まれています。 

こうした先進事例を積極的に収集し、地域活動組織や団体と共有するとともに、

専門家の派遣やSNS・メーリングリスト・オンラインツール活用の勉強会開催な

ど、運営の効率化・合理化につながる支援を行います。 
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２. 地域福祉を担う人材の確保支援 

◆施策の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆担当 

施策展開の担当は下記の通りとし、各地域活動組織・団体と連携して推進します。 

⚫ 介護・福祉事業を担う専門人材の確保支援を担当する福祉課、地域介護課 

 

◆期待される効果 

⚫ 地域福祉の担い手の確保・育成・定着 

 

  

大竹市介護・福祉分野人材確保（資格取得等支援）事業の概要 

大竹市が指定する研修や、国家試験等を修了・取得した場合、研修の受講料や合格した国家試

験等の受験料を８万円まで支援 

 

＜参考：大竹市介護・福祉分野人材確保（資格取得等支援）事業＞ 

地域福祉を担う人材には、介護・福祉分野の専門職、ボランティア団体・NPO

法人のメンバー、民生委員・児童委員、ソーシャルワーカー、自治会役員などが

います。 

中でも介護・福祉分野では、令和6（2024）年に市内の特別養護老人ホーム

とデイサービス施設がそれぞれ 1 か所、人材不足を主な理由として廃止されて

おり、人材の確保と育成が急務となっています。 

本市では、こうした状況を踏まえ、令和7（2025）年度に、介護・福祉事業

所職員を対象に、資格取得に向けた研修や試験費用を支援する「大竹市介護・福

祉分野人材確保（資格取得等支援）事業」を開始しました。 

今後は、同事業の成果を検証しながら、地域福祉分野を担う人材への支援を進

め、人材の確保・育成・定着につなげます。 

なお、本方針は、本書23ページの「本市における地域福祉に関連する取組の

充実度と満足度（職員アンケート）」における「重点化・見直し領域」のうち、

「地域の社会福祉を担う人材の確保」および「地域の社会福祉を担う人材の育

成」に関連しています。 
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３. 相談窓口の整備 

◆施策の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆担当 

施策展開の担当は下記の通りとし、各地域活動組織・団体と連携して推進します。 

⚫ 「まるっと大竹」の主担当である福祉課 

⚫ 障害者相談支援や精神保険に係る相談支援を担う福祉課 

⚫ こども家庭センターとして相談支援を担うこども家庭課 

 

◆期待される効果 

⚫ 相談対応の円滑化 

⚫ 相談対応の円滑化による相談窓口利用者の満足度向上 

⚫ 相談対応の円滑化による窓口人材の負荷の軽減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域福祉に関する本市の相談窓口について、課題や問題点を把握し、業務改善

や体制整備に取り組みます。 

複雑化・複合化が進む生活上の課題の解決には、こども・子育て、障害、精神

保健、自殺対策など、分野をまたぐ相談に対しても、相談窓口が適切に配置され、

機能していることが求められます。また、高齢化が進む中、本市の実情に応じた

持続可能な体制整備も必要です。 

そこで、複数ある地域福祉関連の相談窓口について、適切な相談対応が行われ

ているか、窓口人材に過度な負担が生じていないか、相談が単発で終わらず継続

的な支援につながっているか、福祉全般の相談窓口である「まるっと大竹」がそ

の役割を十分に果たしているかなどを把握した上で、業務の流れの見直し等によ

り、効率的で市民にとって利用しやすい体制となるよう必要な対策を行います。 

また、児童福祉と母子保健の包括的支援を担う「こども家庭センター」におい

て、妊娠期から子育て期まで妊産婦等に寄り添い、必要な支援につなぐ伴走型相

談支援を行います。 
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４. 地域福祉に関連する組織間の連携 

◆施策の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆担当 

施策展開の担当は下記の通りとし、各地域活動組織・団体と連携して推進します。 

⚫ 「まるっと大竹」の主担当である福祉課 

⚫ 障害に関する相談と自殺対策を担当する福祉課 

 

◆期待される効果 

⚫ 連携組織間で情報やノウハウを共有することで、対応力が高まる。 

⚫ それぞれの専門性を活かすことで、課題解決につなげやすくなる。 

⚫ 組織間連携により、相談対応から支援までの流れがスピーディーになる。 

 

  

単独の組織では解決が難しい、複雑化・複合化した地域住民の支援ニーズに対

応するため、重層的支援体制整備事業を活用し、市、社会福祉協議会、知仁会メー

プルヒル病院が協働して、必要な支援を一体的かつ計画的に届ける目的で、各支

援組織が一堂に会し、持ち寄った個別ケースについて、必要なサービスの検討や

支援体制の調整を行う会議体を設置しています。 

また、課題や不安を抱える家庭や自殺対策については、特化した会議体を設置

し、伴走型支援を行います。 

いずれの会議体も、形骸化や非効率化を招かないよう、適切なルールを設け、成

果を確認しながら取組の高度化を図ります。 
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第４章 評価指標の設定 
◆評価指標（KPI）や各指標の目標数値 

評価指標（KPI）や、指標の目標数値については、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

※大竹市地域共生社会推進宣言とは 
 

近年、既存の法律・行政相談、消費生活センターなど、特定の困りごとに対する市の

相談窓口では対応が困難な複雑・複合化した課題が増えています。 

このような地域課題に対応するためには、これまで以上に緊密な相互連携と協働に

よる活動を推進し、分野を超えた複合的な相談もまるっと受け止められるような包括

的相談の受付や、総合的支援が必要になってきます。 

現在本市では、医療法人社団知仁会、社会福祉法人大竹市社会福祉協議会とともに重

層的支援体制整備事業に取組んでおりますが、地域共生社会の実現に向けて、地域共生

社会推進活動を広く周知し、賛同を募ることで、団体同士の連携を強化し、地域共生社

会の早期実現を目指しています。 

この宣言を通して、地域共生社会の実現に向けた取り組みの輪を広げ、地域生活課題

の解決に資する支援が包括的に提供される体制の強化・拡充を図ります。 

 

  

指標 現状 目標 

大竹市地域共生社会推進宣言数 １件 １０件 
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第５章 地域共生社会の実現に向けた制

度などの促進 

１. 大竹市重層的支援体制整備事業実施計画 

（１）はじめに 

重層的支援体制整備事業は、人びとの生活そのものや生活を送る中で直面する困難・生

きづらさの多様性・複雑性に応えるものとして創設されました。 

これまでの福祉政策においては、子ども・障害者・高齢者・生活困窮者といった対象者

ごとに支援体制が整備されてきたのに対し、本事業はすべての人を対象としています。 

大竹市の様々な関係部局、民間団体、地域住民など地域の構成員が協働し、「相談支援」

「参加支援」「地域づくりに向けた支援」を一体的に実施し、断らず受け止め、つながり

続ける支援体制を構築します。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重層的支援体制整備事業の全体像 

出典：厚生労働省 資料 

各支援機関・拠点が、属性を超えた支援を円滑に行うことを可能とするため、国の財

政支援に関し、高齢、障害、子ども、生活困窮の各制度の関連事業について、一体的

な執行を行う。 

相談支援・地域づくり事業の一体的実施 

高齢分野の 

相談・地域づくり 

障害分野の 

相談・地域づくり 

子ども分野の 

相談・地域づくり 

生活困窮分野の 

相談・地域づくり 

現行の仕組 

属性・世代を 

問わない相談・地域

づくりの実施体制 

重層的支援体制 
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（２）施策の方向性 

大竹市が推進する重層的支援体制整備事業における取組は、地域福祉計画の基本目標で

ある「地域福祉に関する認知度の向上」「地域活動への参加・提供サービス等利用促進」

「地域福祉に係る仕組・体制の充実」と連動しています。 

地域福祉計画に関する取組については、個別に行なうのではなく、一連のものであると

いう理解のもとで統一的に推進し、着実な成果につなげます。 
 

 項目 取組内容 

Ⅰ

相

談

支

援 

①包括的相談支

援 

・ 属性を問わない相談の受け止め窓口として「まるっと大

竹」の機能を強化し、認知度向上・利用促進を図ります。 

・ 「まるっと大竹」と「まるっと大竹」以外の相談窓口の連

携することで、様々な分野で包括的な支援ができるように

対応力を強化します。 

②アウトリーチ等

を利用した継

続的支援 

・ 地域団体組織・グループとも連携しながら、支援が届いて

いない人や世帯を把握するための仕組をつくります。 

③多機関協働 

 

・ 大竹市多職種連携協議会を一助とし、多機関協働の連携の

拡大と､取組の充実を図ります。 

・ 市の担当課、支援機関、地域活動組織・団体、民生委員な

どの民間協力者が連携し、情報の共有と協働に取り組みま

す。 

・ 関係機関が連携するための協議の場を設けます。 

Ⅱ参加支援 ・ 市民が趣味活動や日々のコミュニケーションを通じて社

会とつながることができるよう居場所の提供等を行いま

す。 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
用語解説：アウトリーチ 

アウトリーチとは、支援が必要であるにもかかわらず、自発的に支援を求めない、

あるいは求められない人に対し、支援者側から積極的に働きかけ、必要な支援を届

けることです。 
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２. 尊厳ある本人らしい生活を継続し、地域社会に参加

できる地域づくりをめざして（大竹市成年後見制度利

用促進基本計画） 
 

（１）目的 

地域共生社会の実現に向け、尊厳のある本人らしい生活を継続し、地域社会に参加でき

るような地域づくりをすすめます。 
 

（２）目標 

権利擁護支援を必要とする人も含めた地域に暮らす全ての人が尊厳のある本人らしい

生活を継続し、地域社会に参加できるようにするため、権利擁護の地域連携ネットワーク

を構築し、成年後見制度などの権利擁護支援を利用することができる体制を整備します。 
 

（３）施策の方針 

地域資源を活用して、本市にあった地域連携ネットワークの体制をつくります。 

 

地域連携ネットワークの機能を構築・強化するための取組 

共通理解の促進 
・ 成年後見制度の必要性など権利擁護支援について理解の浸透 

・ 権利擁護支援に関する地域の相談窓口の明確化 

多様な分野・主体との

連携・協力 

・ 権利擁護を必要としている人を各地域での見守りや支えあいの中

で、早期に身近な相談窓口へつながるよう多様な分野と連携・協力

しネットワークの構築・強化を目指す 

・ 中核機関と各関係機関の連携、制度の利用者や後見人等からの相談

や地域の担い手の活躍支援の強化 

機能強化のための仕

組づくり 

・ 重層的支援体制整備事業と地域連携ネットワークの取組の連携を

図ることで、効果的な体制づくりを進める。 
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３. 再犯防止の取組について（大竹市再犯防止推進計画） 
 

（１）はじめに 

犯罪や非行をした人が、市民の理解と協力を得ながら円滑に地域社会の一員として生活

をしていくことで、犯罪の未然防止につながり、安全で安心して暮らせるまちの実現へと

つながります。 

そのためには、多様化が進む社会において犯罪や非行をした人が孤立することなく、再

び社会を構成する一員となることができるよう、市、刑事司法関係機関、支援関係機関、

民間ボランティアを中心とした更生保護に携わる団体等が互いに連携しながら多方面に

おける取組を進めていく必要があります。 
 

（２）現状と課題 

・わが国における刑法犯検挙者数に占める再犯者数の割合は、約50％で横ばいとなって

おり、刑法犯検挙者数の約半数は再犯者という状況にあります。 

・ 刑務所出所者等総合的就労支援対策の対象者のうち、就職した人の割合は新型コロナ

ウイルス感染症の感染が拡大した令和２（2020）年度からは減少に転じたものの、令

和５（2023）年度からは増加しています。 

これは、矯正施設、保護観察所及びハローワーク等における相互に連携した取組に加え、

協力雇用主会や就労支援事業者機構、更生保護就労支援事業所の就労支援員の協力も

あり、犯罪や非行をした人の事業所における雇用が進みつつあることがうかがえます。 

 

こうした状況の中、本市においては、犯罪や非行をした人の立ち直りを地域で支える民

間のボランティアである保護司会をはじめ、女性の立場から地域の犯罪予防活動や更生支

援を行うボランティア団体である更生保護女性会などの活動により、犯罪や非行をした人

が地域で円滑な社会生活を営めるよう支援しています。 

また、平成30（2018）年９月には、地域における更生保護活動の拠点となる大竹地

区更生保護サポートセンターが大竹市総合福祉センター（サントピア大竹）に隣接して開

設されました。これにより、保護司と保護観察対象者との面接場所が確保され、充実した

更生保護活動が図れるほか、更生保護ボランティアと地域の関係機関等との連携のさらな

る促進が期待されています。 

さらに、就労面では犯罪歴等により定職に就くことが難しいとされる犯罪や非行をした

人を雇用し、地域での自立した生活や社会復帰に向けた指導等を行う民間の事業主である

協力雇用主会が活動しています。 

本市では、これらの再犯防止に取り組んでいる関係団体と警察その他の関係機関との円

滑な連携が図られており、この協力体制を維持していくことが求められています。  
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≪再犯防止に取り組んでいる関係団体別の活動状況等（令和７（2025）年 12月 1日現在）≫ 

 
（３）施策の方向性 

安全・安心な暮らしを実現するためには、犯罪や非行のない地域社会を築いていくこと

が不可欠ですが、一方で、犯罪や非行をした人を社会から排除し孤立させるのではなく、

地域社会の一員として受け入れることができる社会にすることも必要です。そのためには、

犯罪や非行をした人の更生についての市民の理解を得るための広報、啓発とともに、関係

機関・団体と連携した支援体制を構築することが求められます。 

犯罪や非行をした人の中には、社会復帰後の生活がうまくいかず生活困窮に陥り再犯に

至るケースがありますが、その大きな要因として、帰住先がないことや就労を希望しても

定職に就くことができないことが挙げられます。このことは、矯正施設等に再び入所した

人のうち約７割が再犯時に無職であったことや、仕事に就いていない人の再犯率が仕事に

就いている人の再犯率の約３倍となっていることに表れています。 

このことから犯罪や非行をした人が地域社会において円滑な社会復帰を実現するため

の支援として次のような施策の方向性を定めます。 
 

１．犯罪や非行をした人の住居を確保し、安定した仕事に就くための支援を行います。 

２．犯罪や非行をした人に対して、必要に応じて福祉サービスの提供や生活困窮者自立支

援制度による支援などを行います。 

３．社会を明るくする運動などを通じた市民への広報、啓発などの充実を図ります。 

４．支援を行う公的機関との連携、協力体制を構築するとともに、民間の活動団体や協力

雇用主会などへの支援を行います。 

団体等の名称 活動状況等 

保護司会 

保護観察対象者の生活状況を把握したうえで、立ち直りに必要な指

導や就学、就職支援に当たるほか、矯正施設等から社会復帰した人が円

滑に社会生活を営めるよう帰住先の環境の調整や相談を行っていま

す。 

本市では18名の保護司が活動しています。（定数21名に対する

充足率は86％となっています。） 

更生保護女性会 

地域社会の犯罪や非行の未然防止のための啓発活動を行うととも

に、青少年の健全な育成を助け、犯罪や非行をした人の改善更生に協力

することで、安心・安全に暮らせる地域づくりを目的としたボランティ

ア団体です。 

本市では110名が参加しています。 

協力雇用主会 

犯罪・非行の前歴等があるために就労が困難である犯罪や非行をし

た人を、その事情を理解したうえで雇用し、自立や社会復帰に協力する

民間の事業主の方です。 

本市では、建設業、サービス業、製造業を中心に20の事業者が登録

を行っています。 

また、就労支援事業者機構、更生保護就労支援事業所の就労支援員

が、犯罪や非行をした人と協力雇用主会との橋渡し役となり、就労の確

保に努めています。 
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（４）今後の取組 

  

項目 取組内容 

就労・住居の 

確保等 

・ 支援関係機関やハローワーク等と連携しながら就労の確保に向けた

取組を行います。特に、市民に協力雇用主制度について周知を図るた

めの広報に努めるほか、矯正就労支援情報センター（コレワーク）や

特定非営利活動法人広島県就労支援事業者機構及び更生保護就労支

援事業所の周知を図るなどして、協力雇用主の広がりへの協力を行い

ます。 

・ 生活困窮者自立支援制度における就労準備支援について、大竹市社会

福祉協議会が設置している、よりそいサポートセンターに委託してい

ます。よりそいサポートセンターでは、地域包括支援センターなど他

の相談支援機関と密接に連携が図れる体制を整えており、相談者の置

かれた状況等を勘案したうえで、広く就労などに関する相談に応じま

す。 

・ 住居の確保については、広島県居住支援協議会を構成する一員とし

て、同協議会が住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に向

けた取組として行っている家賃債務保証制度を紹介するなどの取組

を行います。 

・ 犯罪や非行をした人で帰住先がない人に対して、市営住宅への入居に

ついて配慮します。 

・ 県内における更生保護施設の整備、改築等に関する財政的支援のほ

か、市としても高齢者や障害者が入居等できる施設の整備や居住サポ

ート住宅認定制度などの住宅に関する制度の周知を進めていきます。 

福祉サービス等の 

利用の促進等 

・ 犯罪や非行をした人が矯正施設等に在所しているうちから受入体制

の協議などを行うため、検察庁、矯正施設、保護観察所、広島県地域

生活定着支援センター等との一層の連携を推進します。 

・ 高齢者、障害者、生活困窮等の複雑・複合化した課題を抱えた人を支

援するための相談窓口「まるっと大竹」を周知するとともに、重層的

支援体制整備事業と連携を図ることで効果的な体制づくりを進めて

いきます。 

・ 犯罪や非行をした人の家族で、福祉に関する支援を必要とする場合

は、市の福祉関係窓口のほか、地域包括支援センター、よりそいサポ

ートセンター等で相談に応じ、大竹市社会福祉協議会や民生委員・児

童委員等と連携しながら適切に対応します。 
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項目 取組内容 

学校教育・青少年 

育成に関する取組 

・ 学校教育においては、道徳科でも法を守ることの大切さを教えてお

り、犯罪を起こさない規範意識の醸成をはじめ、道徳的行為をしよ

うとする内面の力を育てる教育を行っていきます。 

・ 警察等の協力を得ながら、薬物乱用防止や非行防止等のための教育

を推進します。 

・ 児童生徒が、違法行為又は違法の疑いのある行為を行った場合、学

校は警察と連携を図り、学校としての指導を行っていきます。 

・ 矯正施設等に入所し、その後、出所して復学する児童生徒がいる場

合は、学校ごとに適切に教育を受けられる環境を整えるなどの配慮

を行います。 

・ 青少年育成に関しては、子ども・若者育成支援強調月間（11月）に

合わせ、青少年の健全育成に向けた行事等を行い啓発に努めます。 

犯罪や非行をした 

人の特性に応じた 

効果的な支援の実 

施 

・ 再犯防止のための支援を効果的に行うためには、犯罪や非行をした

人の経歴や心身の状況、家庭環境や経済的状況などの特性を考慮す

る必要があるため、支援関係機関等がこれらの特性に応じて行う指

導等に関し、情報連携を行い役割を分担しながら取り組みます。 

・ 社会復帰をめざしているが、就労が困難であるなどの理由により生

活困窮に陥っている場合には、よりそいサポートセンターの相談員

が相談に応じたり、生活資金が不足したりする場合は、大竹市社会

福祉協議会が行っている貸付制度などを紹介します。 

・ DV（配偶者等による暴力）や児童虐待の事例があれば、広島県こども

家庭センターや要保護児童対策地域協議会と連携しながら迅速かつ

適切に対応します。 

民間協力者の活 

動の促進等及び広 

報・啓発活動の推 

進等 

 

・ 犯罪や非行の防止と立ち直りを支える取組である“社会を明るくす

る運動”のほか、再犯防止啓発月間（７月）に合わせて実施される取

組に積極的に参加します。 

・ 更生保護に携わる保護司会、更生保護女性会などの活動を支援する

とともに、当該団体等の活動を周知し積極的な顕彰に努めることで、

社会全体で再犯防止に取り組む機運の醸成を図ります。 

・ 広報・啓発活動については、広島法務少年支援センター（広島少年鑑

別所）を含む各種相談機関の広報に努めるとともに、人権に関する

啓発のほか、認知症サポーターやあいサポーターの養成など、認知

症や障害への理解を深めるための事業を行います。 

・ 薬物乱用防止に加え、不正大麻、けし撲滅を目的に「大麻」・「植えて

はいけないけし」の除却を進めるための広報を行います。 

国・民間団体等と 

の連携強化等 

・ 刑事司法関係機関などが主催する研修会等に積極的に参加すること

で、再犯防止の現状を把握するとともに、関係機関との連携を強化

します。 

・ 大竹市防犯連合会など、犯罪を防止する活動を行う団体への支援を

行います。 
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第３編 地域福祉の推進に向けて 
 

１. 計画の周知 
本計画及び計画の実施状況に係る情報は、広報紙やホームページ等、様々な媒体に掲載

し、広く市民への周知を図ります。 

 

２. 連携・協働による地域福祉の推進 
本計画の理念を実現するためには、市民や行政、関係機関等が連携・協働し「我が事」

として参画することが重要です。各論の活動の推進に関わる主体に列記した個人・団体等

が取組の中心となり、地域福祉を推進します。 

 

３. 計画の評価 
本計画を推進するため、大竹市地域福祉等推進検討会議と大竹市地域福祉等推進協議会

において、令和１０（2028）年度に中間見直しを行います。進捗状況の把握と評価を行

い、PDCAサイクルを構築することにより、効果的な取組を実施します。 

令和 13（2031）年度の第５期大竹市地域福祉計画の策定にあたっては、必要な情報

を得るために、市民アンケートを実施します。 

自治会、趣味などのサークル、PTA、子ども会、ボランティア団体・NPO法人、老人

クラブ、消防団の加入率を確認し、特に60歳代以上については、何らかの地域活動に参

加している人の割合を注視します。 

60 歳代以上の２割以上がいずれの地域活動にも参加していないという今回の市民ア

ンケートの結果を踏まえ、この割合をゼロに近づけるために施策を推進します。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

PDCA サイクルとは、品質改善や業務改善等に広く活用されているマネジメント手法で、計画（PLAN）、実行（DO）、評価

（CHECK）、見直し・改善（ACTION）のプロセスを順に実行していく進行管理のことです。 




